
円
珍

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

『
法
華
論
記』

|
|
法
相
批
判
を
通
し
て
|
|

不火

期j

太

野

円珍 『法華論記jの位世づけについて

は
じ
め
に

日
本
天
台
に
お
け
る
教
学
の
展
開
が
論
じ
ら
れ
る
際
、
そ
の
起
点
の

一
つ
と
な
る
の
は
お
そ
ら
く
最
澄

(七
六
六
/
七
六
七
八

(?
|
八
一一一

八
四
二
?
)
の
論
争
で
あ
ろ
う
。
論
争
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
安
慧

(七
九
四
?
|
八
六

の

『一

乗
要
決
』
な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
種
々
論
じ
ら
れ

- 157-

一
三
)
と
徳

一

八
)
の

『慰
諭
弁
惑
章
』
や
源
信

(九
四
二
|

一
O
一
七
)の

『法
華
論
記
』
や

『諸
家
教
相
同
異
略
集
』
、
「僻
支
仏
義
集
』
な
ど
の

て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
円
珍

(八
一
四
|
八
九
四
)

著
述
も
ま
た
、
最
澄
以
降
に
撰
述
さ
れ
た
文
献
と
し
て
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、『法
華
論
記
』
に
つ
い
て
は
、
現
存
す

る
円
珍
の
著
述
の
中
で
最
も
大
部
で
あ
り
、
か
つ
随
所
じ
基

(六
一二二

六
八
二
)

の

『法
華
玄
賛
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

①
 

ら
、
最
澄
か
ら
源
信
の
聞
に
お
け
る
文
献
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
浅
井

[一

九
七
三
]
が
指
摘
す
る
よ
う

②
 

に、

『法
華
論
記
』
に
は
最
澄
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
天
台
の
人
師
の
著
述
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
引
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
理

由
の

一
つ
に
、

「法
華
論
記
」
が
円
珍
の
入
唐
中

(八
五
三

|
八
五
八
)
に
撰
述
さ
れ
た
た
め
、
最
澄
等
の
著
述
を
確
認
す
る
こ
と
が

③
 

で
き
な
か

っ
た
可
能
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
判
然
と
し
な
い
点
は
多
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
道
元
[
二
O
一
五
]
に
お

い
て

「法
華
論
記
』
に
徳

一
を
指
す
蔑
称
と
し
て
知
ら
れ
る
「
北
鞍
」
の
語
が
二
箇
所
あ
り
、
円
珍
が
徳

一
を
批
判
し
て
い
る
こ
と



@
 

が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、

最
澄
の
著
述
が
引
用
さ
れ
な
い
理
由
に
、
最
澄
に
は

『法
華
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る

「法
華
論
科
文
」
が

⑤
 

既
に
あ
る
た
め
、
著
述
か
ら
の
引
用
を
意
図
的
に
避
け
、
独
自
の
注
釈
書
の
作
成
を
試
み
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
道
元

[二

O
一
五
]
に
お
け
る
北
鞍
の
指
摘
は
、

最
澄
と
徳

一
に
よ
る
論
争
の
影
響
を
検
討
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

一
方
で
、
円
珍
の

『法
華
論
記
』
を
最
澄
と
源
信
の
間
に
位
置
づ
け
る
点
や
、
円
珍
が

『法
華
論
記
』
に
お
い
て
徳

一
を
批
判
す

ILJ珍 『法華論記jの位置づけについて

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
か
ら
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

単
純
に
年
代
的
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ

ば
問
題
は
な
い
が
、
最
澄
の
文
献
か
ら
の
引
用
が
確
認
で
き
な
い
以
上
、
思
想
面
で
の
影
響
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
法
華
論

記
』
で
は
速
疾
成
仏
を
論
じ
る
箇
所
で
、
最
澄
が
速
疾
成
仏
を
論
じ
る
際
に
使
用
し
た
「
直
道
」
の
語
を
使
用
す
る
の
で
、
最
澄
か

⑥
 

ら
円
珍
の
影
響
は
一
往
確
認
で
き
る
。

一
方
で
、
円
珍
か
ら
源
信
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、

『一

乗
要
決
』
に
引
用
が
な
い
た
め
、

ど
の
程
度
の
影
響
が
あ

っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
入
唐
中
に
撰
述
す
る
文
献
の
中
で
徳

一
に
対
し
て
批
判
を

す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。
最
澄
と
徳

一
に
よ
る
論
争
の
最
後
の
著
作
は
、
弘
仁
十
二

(
八
一
一
一
)
年

に
成
立
し
た
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』
で
あ
る
。
円
珍
が
叔
父
の
仁
徳
に
連
れ
ら
れ
て
比
叡
山
に
登
っ
た
の
が
天
長
五

(八
二
八
)
年、

十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
最
澄
と
徳

一
の
論
争
に
つ
い
て
は
、

師
で
あ
る
義
真

(七
八

一

八
一一二
三

や
最
澄
の
直
弟
子
た
ち
か
ら
話

を
聞
く
こ
と
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
と
さ
ら
徳

一
を
意
識
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
同
時
期
に
活
躍
し
、

実
際
に
論

義
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
法
相
宗
の
人
師
を
念
頭
に
撰
述
し
た
と
捉
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

以
上
の
点
よ
り
、
円
珍
が
徳

7τ
批
判
し
て
い
た
こ
と
の
有
無
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
教
学
史
上
に
お
け
る

「法
華
論
記
』

置
づ
け
を
論
じ
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
円
珍
が
『
法
華
論
記
』
に
お
い
て
徳

一
を
批
判
す
る
こ

と
が
あ

っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
軸
に
論
じ
て
い
く
。
特
に
、

北
鞍
と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
し
た

上
で
、
『法
華
論
記
」
に
お
い
て
北
鞍
の
語
が
徳

一
を
指
す
の
か
を
検
討
し
、
円
珍
が
ど
の
よ
う
な
人
師
を
批
判
の
対
象
に
し
て

い

た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
天
台
教
学
史
上
に

「法
華
論
記
』
が
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
検
討
し
、

『法
華

158 

の
位



論
記
』
の
一
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
北
醸
に
つ
い
て

「
北
鞍
」
ま
た
は

「北
鞍
者
」
と
い
う
語
は
、

日
本
天
台
に
お
い
て
は
最
澄
の

『決
権
実
論
』
に
お
い
て
徳

一
を
指
す
蔑
称
と
し

円珍 「法華論記jの位置づけについて

て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
北
較
は
、
中
国
の
故
事
で
あ
る
「
北
鞍
適
楚
」
な
ど
に
由
来
し
て
お
り
、
車
の
鞍
を
北
に
向
け
て
南
の
楚

⑦
 

の
固
に
行
こ
う
と
す
る
こ
と
で
、
意
志
と
行
為
が
反
す
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。「
北
鞍
適
越
」
「
北
鞍
向
越
」
に
関
し
て
も
同
様
の

意
味
で
あ
ろ
う
。

最
澄
以
外
の
北
鞍
に
関
す
る
用
例
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
円
珍
の
場
合
は

『法
華
論
記
」
を
除
く
と

『昨
支
仏
義
集
」
の
序
に
あ

-159-

た
る
「
昨
支
仏
義
集
縁
起
」
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

復
部
麟
二
行
並
在
ニ
仏
世
及
以
滅
後
↓
其
週
-一
向
大
乗
一任
一一
大
機
熟
之
遅
速
一也
。
若
失
-一
此
理
一依
ニ
増
上
慢
一深
墜
ニ
阿
鼻
獄
大

坑
↓
昔
北
鞍
讃
二
回
実
一
色
食
詩
二
権
一
生
身
嫡
壊
堕
レ
悪
無
レ
疑
。
若
執
二麟
角
不
遡
入
大
↓
彼
非
ニ
羅
漢
↓
非
二
昨
支
仏
イ
非
一-

③
 

仏
弟
子
↓
非
二釈
教
イ
貫
供
二養
爾
一者
堕
二三
悪
道
↓
是
事
可
レ
怖
。

(智
誼
全
中・

五
八
七
頁
上
)

こ
こ
で
は
、
縁
覚
乗
の
行
者
が
最
終
的
に
大
乗
に
転
じ
る
が
、
そ
の
道
理
を
失
え
ば
阿
鼻
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
特

⑨

⑩

 

に
、
か
つ
て
北
鞍
が
四
乗
を
実
教

(四
実
)
と
し
て
讃
じ
、
食
食
が

一
乗
を
権
教

(一

権
)
と
し
て
誘

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
身
が
測
れ
く
ず
れ
、
悪
趣
に
落
ち
る
こ
と
が
疑
い
が
な
い
と
示
さ
れ
る
。
文
脈
的
に
、
こ
こ
で
の
北
線
、
な
ら
び

に
色
食
は
徳

一
を
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



ま
た
、
安
然

(八
四

一
頃

|
九

一
五
頃
)
も

『菩
提
心
義
抄
」
や

『即
身
成
仏
義
私
記
』
に
お
い
て
北
鞍
を
使
用
し
て
い
る
。
特

に
、
『菩
提
心
義
抄
」
巻
五
で
は
、

問
。
北
線
作
-一
真
言
宗
十

一
未
訣
↓
第
四
疑
云
。
菩
提
心
論
云
。
東
方
阿
関
仏
成
二
大
円
鏡
智
一
乃
至
中
方
毘
虚
遮
那
仏
成
二
法

界
智
↓
今
疑
、
此
有
-三
失
↓
一

諸
仏
智
不
平
等
失
。
二
余
仏
無
知
田
失
。

所
レ
言
不
平
等
失
者
、

四
維
上
下
此
六
方
仏
成
二何
智
一耶
。
此
疑
来
レ
決

〈文
〉。

此
二
未
決
如
何
通
レ
之
。

一
切
諸
仏
各
具
ニ
五
智
一
・
:
余

(大
正
七
五
・
五
五
四
頁
上
|
中
)

円珍 『法革論記jの位世づけについて

と
、
徳

一
の

『
真
言
宗
未
決
知
』
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
は
徳

一
の
こ
と
を
明
確
に
北
鞍
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『即
身
成
仏
義
私

記
』
で
は
、

ハU
ハ
h
u

故
法
華
輔
照
難
一
元
鞍一
云
。
若
其
変
易
之
身
趣
寂
定
性
不
レ
受
、
但
不
定
性
、
又
留
-一有
根
身
イ
増
寿
変
易
者
、
不
定
性
。
又
大

目
提
連
不
レ
留
=
有
根
身
↓
更
受
-一
何
等
身
イ
得
二
八
相
成
道
↓
若
言=一
其
大
目
援
連
化
レ
火
焼
ニ
化
身
↓
違
=
法
華
経
捨
此
身
己
一

〈輔
照
文
〉。

(仏
全
二
四・

二
O
五
頁
下
)

⑫
 

と
、
『法
華
輔
照
」
に
お
け
る
北
鞍
を
批
判
す
る
文
を
引
く
。
こ
こ
で
も
、
徳

一
の
こ
と
を
北
鞍
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
最
澄
以
外
の
用
例
は
多
く
は
な
い
が
、
徳

一
の
こ
と
を
北
鞍
と
称
す
こ
と
は
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ

ぃ
。
し
か
し
、

『決
権
実
論
』
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
。

語
レ
道
則
理
教
恒
設
、
因
レ
人
乃
興
衰
有
レ
時
。
自
二
貞
観
十
九
年
一
権
宗
大
振
、
実
義
将
レ隠。

趣
二
時
変
-者
、
孝

弘

代
一而

一



期
、
重
二
智
性
-者
、
失
ニ
正
途
一以
万
計
。
求
法
者
、
既
北
レ
鞍
而
適
レ
越
、
執
迷
者
、
則
夏
虫
以
疑
レ
泳
。

(伝
全
二
・
七
一
一
一
頁
|七
二
二
頁
)

こ
こ
で
は
、

「法
を
求
め
る
者
は
既
に
聴
を
北
に
し
て

〔南
の
〕
越
に
向
か

っ
て

い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
北
鞍
は
あ
く
ま
で
誓

職
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
北
線
を
徳

一
と
す
る
こ
と
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

円珍 『法華論記』の位置づけについて

「法
華
論
記
』
に
お
け
る
北
醸

一一、

道
元

[二

O
一
五
]
が
既
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『法
華
論
記
」
に
お
い
て
北
鞍
と
い
う
語
は
二
箇
所
に
確
認
で
き
る
。
本
章
で

は
、
北
鞍
の
語
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
、
徳
一
と
ど
の
程
度
関
係
が
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。
便
宜
的
に
、

『法
華
論
記
』
引
用
の
後
に
、
引
用
箇
所
の
現
代
語
訳
を
付
し
、
北
鞍
の
箇
所
に
傍
線
を
付
す
。

一一
ーー

一、

「法
華
論
記
』
巻
四
に
お
け
る
北
韓

『法
華
論
記
』
巻
四
に
お
け
る
北
鞍
の
語
は
、
『法
華
論
」

⑬
 

の
「
到
彼
岸
者
、
勝
余
一

切
諸
菩
薩
故
」
を
注
釈
す
る
次
の
箇
所
に
あ

る。

論
到
彼
岸
者
、
勝
余

一
切
諸
菩
薩
故
者
、
釈
ニ
経
結
句
↓
不
レ
共
二偏
菩
薩
-故
勝
司被
境
界
↓
三
教
菩
薩
未
レ
知
二
円
妙
プ
水
迷
=所

趣
↓
北
レ
鞍
向
レ
越
。
山一一旦
有
=
達
期
↓
妙
誓
未
レ
発
、
妙
行
未
レ
修
。
既
無
二
船
筏
↓
安
到
ニ
彼
岸
↓
如
下
指
一一
州
城
-以
為
中
帝
城
ω
堅
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受
不
二前
進
一誼
達
二大
都
↓
菩
薩
難
レ学
ニ恒
沙
道
品
-未
レ
知
レ
所
レ
向
。
終
日
数
一弛
宝
一白
無
二半
銭
分
↓
凡
如
レ
斯
者
未
レ知
一一妙

理
↓
只
在
二

歩
↓
故
不
レ
同
ニ無
差
別
中
是
菩
薩
道
↓
弄
ニ魚
目
一者
留
レ
意
思
レ之
。

(智
誼
金
上

・
二
三
七
頁
中

一一一
一八
頁
上
)

「法
華
論
』
の
「
「
彼
岸
に
到
っ
て
い
る
」
と
は
、
他
の

一
切
の
諸
菩
薩
よ
り
勝
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

と
は
、
経
の
結
び
の

句
を
解
釈
す
る
。
〔
『
法
華
論
」
の
「
他
の

一
切
の
諸
菩
薩
よ
り
勝
れ
て
い
る
」
と
は
、〕
偏
っ
た
菩
薩
と
共
通
し
な
い
の
で
、

彼
の

〔
菩
薩
た
ち
の
〕
境
界
よ
り
勝
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔蔵

・
通

・
別
の
〕
三
教
の
菩
薩
は
、
い
ま
だ
円
妙
〔
と
い
う
境

円珍 『法華論記』の{立iliづけについて

界
が
あ
る
こ
と
〕
を
知
ら
な
い
。
永
く
所
趣

(迷
い
の
世
界
)
に
迷
う
の
で
あ
る
。
鞍
を
北
に
し
て
越
に
向
う
〔
よ
う
な
も
の

で
あ
る
〕
。
ど
う
し
て
、
〔
悟
り
の
境
界
に
〕
達
す
る
の
ぞ
み
が
あ
ろ
う
か
。
〔
三
教
の
菩
薩
は
〕
す
ぐ
れ
た
誓
い
を
い
ま
だ
お

こ
し
て
お
ら
ず
、
す
ぐ
れ
た
修
行
を
い
ま
だ
修
め
て
い
な
い
。
既
に
船
や
筏
が
な
い
が
、
ど
う
し
て
彼
岸
に
到
る
こ
と
が
で
き
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ょ
う
か
。
〔
行
政
区
画
と
し
て
の
〕

州
の
城
を
指
し
て
帝
の
城
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
堅
受
し
て
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
、

ど
う
し
て
大
都
に
達
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
菩
薩
は
恒
沙
道
品

(
さ
と
り
に
至
る
た
め
の
数
え
き
れ
な
い
方
法
)
を
学
ぶ
と
い

い
ま
だ
向
か
う
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
朝
か
ら
晩
ま
で
他

〔人
の
所
有
す
る
〕

宝
を
数
え
、
自
ら
に
は
わ
ず
か
な
銭

っ
て
も
、

の
取
り
分
も
な
い
。
お
お
よ
そ
、
こ
の
よ
う
な
者
は
い
ま
だ
す
ぐ
れ
た
真
理
を
知
ら
な
い
。
た
だ
、

一
歩
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
区
別
が
な
い
菩
薩
道
と
同
じ
で
は
な
い
。
魚
目
を
弄
ぶ
者
は
、
こ
こ
ろ
に
留
め
て
こ
の
こ
と
を
思
う

〔
べ
き
で
あ

る
〕。

こ
こ
で
は
、

『法
華
論
」
の
「
他
の

一
切
の
諸
菩
薩
よ
り
勝
れ
て
い
る
」
と
い
う
文
を
、
円
教
の
菩
薩
が
蔵

・
通
・
別
の
三
教
の

菩
薩
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
、
三
教
の
菩
薩
は
円
教
の
菩
薩
の
境
界
を
知
ら
な
い
た
め
で
あ
る
と
す

る
。
そ
の
中
で
、
北
鞍
の
語
は
、
「
北
鞍
向
越
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
三
教
の
菩
薩
が
円
教
の
境
界
を
知
ら
な
い
状
態
に
対
す
る



警
え
と
し
て
、
「鞍
を
北
に
し
て
越
に
向
か
う
」
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
前
後
の
文
脈
を
見
て
も
、
こ
こ
で
の
北
鞍
は

あ
く
ま
で
唇
聡
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一一
l
l
二、

『法
華
論
記
』
巻
九
本
に
お
け
る
北
韓

『法
華
論
記
』
巻
九
本
に
お
け
る
北
鞍
の
語
は
、
『法
華
論
』

⑬
 

の

「
報
仏
如
来
真
実
浄
土
第

一
義
諦
摂
故
」
を
注
釈
す
る
箇
所
に
あ

る。

円珍 『法華論記Iの位置づけについて

唯
識
論
等
説
二
四
智
心
口
間
報
仏
無
常
。
従
レ
因
生
者
必
滅
、

一
向
記
故
。
不
レ
見
三
色
心
非
ニ
無
常
一故
。
此
属
ニ
初
教
↓
方
等
之

段、

別
教
之
権
、
今
所
レ
不
レ
論
。
況
三
蔵
無
常
。
何
暇
論
レ
之
。
常
法
無
レ
知
。
猶
如
-
1

虚
空
↓
如
来
有
レ
知
。
日
定
故
非
レ
常
、

此

指
ニ
劣
応
↓
以
為
二
非
常
一尚
非
二
通
仏
イ
凡
夫
見
色
心
為
レ
異
。
二
乗
為
レ
如
。
菩
薩
亦
異
亦
知
。
仏
非
レ
如
非
レ
異
。
世
間
相
常
住

本
末
究
寛
等
。
爾
所
見
者
与
レ
凡
不
レ
殊
。
非
ニ
我
所
論
↓
我
尚
斥
二
別
教
↓
況
通
蔵
教
。
畢
八
十
入
滅
四
処
起
レ
塔
利
-益

二
乗
及

以
凡
夫
↓
爾
所
執
者
当
ニ
於
是
仏
↓
故
不
二
相
論
↓
若
約
二
通
別
一
我
不
レ
計
二
汝
所
以
↓
爾
言
則
違
-一白
教
イ
亦
立
ニ
己
成
↓
又
不

定
等
。
汝
不
レ
識
二
教
部
権
実
↓
執
レ
氷
為
ニ
明
珠
↓
敬
レ
猿
為
二
天
帝
↓
不
レ
知
二
所
期
↓
宛
如
レ
北
レ
鞍
4

又
約
レ
実
論
。
三
蔵
教
仏

終
非
ニ無
常
↓
是
常
住
仏
之
影
像
。
故
不
レ
識
レ
肱
レ
目
。
謂
山
地
転
。
山一旦
非
レ
汝
耶
。
慎
順
ニ
仏
意
↓
莫
レ
令
=一
舌
堕
ニ
大
綱
↓
如
上
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不
レ
煩
-一筆
墨
↓

(智
讃
全
上

二
七
七
頁
上
)

『成
唯
識
論
』
な
ど
に

「
四
智
心
品
に
説
か
れ
る
。
報
身
仏
は
無
常
で
あ
る
。
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
が
必
ず
滅
す
る
こ
と

は

一
向
記

(問
者
の
言
う
と
こ
ろ
が
道
理
に
か
な
う
た
め
、
答
者
が
直
ち
に
肯
定
す
る
こ
と
)
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
色、
心

⑮
 

が
無
常
で
は
な
い
こ
と
を
見
な
い
」
〔
と
説
か
れ
る
〕
。
こ
れ
は
初
教

(蔵
教
)
に
属
す
。
方
等
〔
時
の
教
え
〕
で
は
既
に
、

〔四
教
の
う
ち
〕
別
教
で
は
権
に
あ
た
り
、
今
論
じ
な
い
。
ま
し
て
、

三
蔵
教
で
は

〔
報
身
仏
の
〕
無
常
を
い
う
の
は
な
お
さ



ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
仮
に
こ
の
こ
と
を
論
じ
る
の
か
。
〔
汝
は
〕
常
住
で
あ
る
法
を
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、

虚
空
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
〔
一

方、
〕
如
来
は

な
い
。
こ
こ
で
の
如
来
は
劣
応
身
を
指
す
。
非
常
と
は 〔仏
身
の
常
と
無
常
の
あ
り
か
た
を
〕
知
っ
て
い
る。

こ
の
た
め
、
常
で
は

〔
蔵
教
の
仏
の
話
で
あ
り
〕

通
教
の
仏
で
は
な
い
。

凡
夫
は
、
色
心
を

異
な
る
も
の
と
見
る
。
二
乗
は

〔色
心
を
〕
如

(あ
り
の
ま
ま
)
と
す
る
。
菩
薩
は

〔色
心
を
〕
異
な
る
も
の
で
も
あ
り
如
で

も
あ
る
と
す
る
。
仏
は

〔色
心
を
〕
異
な
る
も
の
で
も
な
く
如
で
も
な
い
と
す
る
。
世
間
の
相
は
常
住
で
本
末
究
覚
等
で
あ
る
。

な
ん
じ
の
所
見
は
凡
夫
と
異
な
ら
な
い
。
私
の
論
じ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
私
は
別
教
で
す
ら
斥
け
る
。
ま
し
て
通
教
や
蔵
教

円珍 『法華論記jの位置づけについて

も
同
じ
で
あ
る
o

〔
釈
迦
如
来
が
〕

八
十
歳
で
入
滅
し
四
処
に
塔
が
起
こ
り
、

二
乗
や
凡
夫
を
利
益
し
た
。
な
ん
じ
の
所
執
は

こ
の
仏
に
当
た
る
。
そ
れ
ゆ
え
相
を
論
じ
て
い
な
い
。
も
し
、
〔
汝
が
〕
通
教
と
別
教
の
立
場
に
立
つ
な
ら
、
私
は
な
ん
じ
の

理
由
を
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ん
じ
の
言
葉
は
自
ら
の
教
え
に
違
っ
て
い
る
〔
過
失
が
あ
る
〕。

ま
た
、
既
に
成
立
し
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た
も
の
を
改
め
て
議
論
し
て
い
る

〔
過
失
が
あ
る
〕。

ま
た
、
適
応
範
囲
が
広
す
ぎ
て
定
ま
ら
な
い

(不
定
)
と
い
う

〔過
失
〕

な
ど
も
あ
る
。
汝
は
教
と
部
に
お
け
る
権
と
実
を
知
ら
な
い
。
〔
汝
の
主
張
は
〕
氷
を
執
っ
て
明
る
い
珠
と
し
、
猿
を
敬

っ
て

天
帝
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
期
待
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
〔
ま
た
、
汝
の
主
張
は
〕
あ
た
か
も
鞍
を
北
に
向
け
る

(北
鞍
)

ょ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
実
の
立
場
か
ら
論
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、

三
蔵
教
の
仏
は
つ
い
に
は
無
常
で
は
な
い
。
こ
れ
は
常
住
の
仏

の
影
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

〔汝
は
〕
目
を
舷
ま
し
て
識
る
こ
と
が
な
い
。
山
地
が
回
転
し
て
い
る

〔よ
う
に
見
え
る
〕
の
で

あ
る
。
ど
う
し
て
汝
〔
は
正
し
く
理
解
)
し
な
い
の
か
。
つ
つ
し
ん
で
、
仏
意
に
順
う
べ
き
で
あ
る
。
舌
を
大
綱
に
堕
と
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
た
め
、
筆
と
墨
で
記
す
こ
と
を
煩
わ
し
く
し
な
い
。

こ
こ
で
は
、

『成
唯
識
論
』
の
報
仏
無
常
に
関
す
る
記
述
が
引
か
れ
た
後
に
、
報
仏
無
常
の
説
が
初
教

(蔵
教
)
の
説
で
あ
る
と

示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「汝
」
が
権
実
の
相
違
を
知
ら
な
い
点
を
指
摘
し
、
「
あ
た
か
も
鞍
を
北
に
向
け
る

(北
線
)
ょ
う
で
あ
る
」



と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
北
鞍
は
、
直
前
に
「
氷
を
執
っ
て
明
る
い
珠
と
し
、
猿
を
敬
っ
て
天
帝
と
す
る
よ
う
な
も
の
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
誓
聡
表
現
と
み
て
よ
い
。

一
方
で
、
法
相
宗
の
所
依
の
論
で
あ
る

『成
唯
識
論
』
の
教
説
を
低
く
位
置
づ
け
る
試
み
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
徳

一
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
最
澄
の
著
作
を
探
る
と
、
報
仏
無
常
に
関
す
る
記
述
は
、
「守
護
国
界
章
』
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、

徳

一
の

『中
辺
義
鏡
」

が
次
の
よ
う
に
引
か
れ
る
。

円珍 f法華論記jの位置づけについて

麗
食
者
日
。
有
執
。
成
唯
識
論
、
限
一己
見
聞
一庇
ニ
量
大
聖
↓
妄
以
=
従
因
一証
二
仏
無
常
↓

一
向
記
故
。
従
レ
因
生
故
。
不
レ
見
三

色
心
非
一一鑑
…
常
-故
。
対
日
。
此
之
三
固
有
下
仏
利
那
壊
違
=自
教
一失
μ

今
謂
不
レ
爾
。
若
一五
一一報
仏
是
相
続
常
一者
、
是
立
巳
成
失
。

一
違
レ
教
失
。
二
違
レ
理
失
。
三
不
レ悟
一一
四
記
一
失
。

(伝
全
二
・
五
六
八
頁
)

若
云
ニ凝
然
常
一者
、
即
有
-一三
失
↓
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⑬
 

こ
こ
で
は
、
慧
沼

(六
四
九
l
七

一
四
)『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』
巻
二

「
種
性
不
同
謬
二
」
に
も
と
づ
く
文
が
引
か
れ
る
。『
能
顕

中
辺
慧
日
論
』
で
は
、
『成
唯
識
論
』
を
批
判
す
る
法
宝

(六
二
七

?

七

O
六

七

一
O
?
)『

一
乗
仏
性
究
寛
論
』
巻
四
「
破
法
爾

⑫

⑬

 

五
性
章
第
八
」
の
説
に
反
論
を
お
こ
な
う
。
法
宝
は
報
身
の
常
を
主
張
し
、
慧
沼
は
報
身
の
無
常
を
主
張
す
る
。
徳

一
も
慧
沼
と
同

様
の
立
場
を
と
る
。
そ
こ
で
は
、
「
有
」
(
法
宝
、
も
し
く
は
法
宝
と
同
じ
主
張
を
す
る
者
)
は
、
「
一
向
記
だ
か
ら
で
あ
る
、
因
か
ら
生

じ
て
い
る
、
色
心
は
無
常
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
見
な
い
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
=
一つ

の
理
由
と

「仏
が
瞬
間
ご
と
に
滅
し
て
い

る
」
と
い
う
主
張
は
、
自
ら
の
教
え
に
違
う
過
失
が
あ
る
、
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
徳

一
は
、
「報
身
仏
が
連
続
し
て
い
る
た

め
常
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
は
、
既
に
成
立
し
た
も
の
を
改
め
て
議
論
す
る

(立
己
成
)
過
失
が
あ
る
と
反
論
す
る
。
ま
た
、
「報

身
仏
が
凝
然
で
あ
る
か
ら
常
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
に
対
し
、
聖
教
と
相
違
す
る
、
道
理
と
相
違
す
る
、

過
失
が
あ
る
、
と
い
う
三
点
か
ら
反
論
し
て
い
く
。
こ
の
三
点
の
詳
し
い
反
論
が
な
さ
れ
た
後
に
、

四
記
を
悟
ら
な
い
と
い
う



依
ニ
此
等
文
一
明
知
。
報
仏
智
是
無
常
。
論
文
、
二
身
隊
レ
有
=
念
念
生
滅
↓
明
知
。
報
仏
智
具
-一
利
那
四
相
↓
論
云
。
経
説
二
如

来
色
受
等
法

一
切
常
住
↓
依
ニ
此
道
理
↓
非
レ
無
二
生
滅
-者
、
会
下
浬
繋
経
、
捨
二無
常
色
-獲
=得
常
色
J

受
想
行
識
亦
復
如
レ
是

文
μ

此
意
顕
下
捨
二

期
無
常
五
謹
一
而
獲
中
得
不
離
報
身
、
相
続
常
化
身
M

然
以
一一三
国
一証
-一仏
報
身
無
常
↓
非
-融
唯
識
論
師
4

聡
伽
荘
厳
等
諸
論
師
、
皆
共
同
証
見
。
云
何
汝
偏
捧
註
識
論
師
↓

(伝
全
二
・
五
七
一
頁
五
七
二
頁
)

と
、
諸
文
を
会
通
さ
せ
て
、
報
身
仏
の
智
が
無
常
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
報
身
仏
が
無
常
で
あ
る
の
は
、
『成
唯

円珍 f法華論記jの位置づけについて

識
論
』
を
造
っ
た
論
師
だ
け
で
な
く
、
『稔
伽
師
地
論
』
、
「大
乗
荘
厳
経
論
』
な
ど
を
造
っ
た
諸
論
師
に
も
共
通
し
て
い
る
見
解
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

⑫
 

こ
の
よ
う
に
、
徳

一
は
報
身
仏
を
無
常
と
捉
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
報
身
仏
を
無
常
と
す
る
こ
と
は
、
基
や
慧
沼
を
は
じ
め
と
し

⑧
 

た
唯
識
学
派
の
人
師
が
既
に
論
じ
て
お
り
、
徳

一
独
自
の
説
で
は
な
い
。
護
命

(七
五
O

八
三
回
)
の

『大
乗
法
相
研
神
章
』
な

の
文
が
取
意
も
含
め
て

ど
で
も
同
様
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『法
華
論
記
』
に
は

『守
護
団
界
章
」
ま
た
は

「中
辺
義
鏡
』

引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
円
珍
が
徳

一
の
主
張
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
が
、
「法
華
論
記
」
に
は
徳

一
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
他
に
な
い
た
め
、
こ
の
箇
所
の
北
鞍
も
警
職
表
現
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

一一、

『法
華
論
記
』
に
お
け
る
批
判
対
象
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
に
、

「法
華
論
記
』
に
お
け
る
こ
箇
所
の
北
鞍
は
あ
く
ま
で
警
職
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。

方

『法
華
論
記
』
巻
九
本
の
「
報
仏
如
来
真
実
浄
土
第

一
義
諦
摂
故
」
を
注
釈
す
る
箇
所
で
は
「
汝
」
に
対
し
て
「
あ
た
か
も
較
を
北

に
向
け
る
よ
う
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
円
珍
が
徳

一
に
対
し
て
「
汝
」
と
い
い
、
徳

一
の
行
状
を
指
し
て
「
鞍
を
北
に
向
け
る



@
 

ょ
う
で
あ
る
」
と
言
う
の
は
少
々
考
え
が
た
い
。
「
成
唯
識
論
」
の
教
説
を
批
判
的
に
取
り
扱
う
箇
所
で
あ
る
か
ら
、
「
汝
」
は
法
相

宗
の
人
師
と
み
て
よ
い
。

円珍 『法華論記jの位世づけについて

@
 

で
は
基
の

『法
華
玄
賛
』
に
も
と
づ
く
説
が
随
所
で
批
判
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め、

「法
華
玄
賛
」
に

よ
る

『法
華
経
」
と

『法
華
論
」
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

一
方
で
、
『法
華
玄
賛
』

の
み
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
法
相
教
学
に
対
し
て
批
判
し
、
そ
の
説
を
斥
け
て
い
る
点
も
確
認
で
き
る
。
『
法
華
論
記
」
巻
九
本

@
 

に
お
い
て

『成
唯
識
論
』
の
説
を
引
き
、
「
汝
」
を
北
線
と
評
す
箇
所
が
そ
れ
に
当
た
る
。
そ
こ
で
、
「汝
」
に
つ
い
て
、
引
用
部
分

@
 

を
除
い
た

『法
華
論
記
』
に
お
け
る
用
例
を
確
認
す
る
と
、
十
五
箇
所
ほ
ど
確
認
で
き
た
。
例
え
ば
、
「法
華
論
記
』
巻
九
本
の
十

円
珍
の

『法
華
論
記
』

無
上
の
浬
繋
無
上
を
注
釈
す
る
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

問
。
応
化
唱
一一
滅
常
一所
二
知
聞
↓
未
下
問
中
法
身
唱
二
入
滅
度
-此
義
上
云
何
。
答
。
番
番
委
釈
。
何
以
更
疑
。
盲
問
ニ
乳
色
↓
量
非

レ
此
乎
。
今
討
ニ
子
意
一執
二
於
三
乗
一
疑
ニ
於

一
乗
↓
今
家
所
釈
専
約
二
円
理
↓
当
レ
知
今
意
約
一一
円
成
理
一論一
一唱
滅
義
↓
亦
論
一
一常

住
↓
不
レ
同
一一
相
家
依
他
生
滅
↓
如
二
法
華
意
↓
随
縁
不
変
一
念
寂
照、

無
常
常
住
倶
時
相
即、

倶
生
倶
滅
倶
不
生
倶
不
滅
。
此

@

⑧

 

妙
法
家
円
融
之
義
。
汝
未
レ
見
下
雑
金
光
明
中
法
身
常
住
不
レ
堕
二
常
見
一
雌
レ
不
二断
滅
一不
も
堕
ニ
断
見
一耶
。
何
故
疑
怪
。
若
汝
偽

②
 

会
。
理
常
智
断
与
レ
経
為
レ命回
。
不
レ
足
レ
可
二
相
論
一〈
此

一
段
在
二
前
文
一勿
レ
怪
〉。

問
。
無
間
相
続
約
二報
応
一論
。
与
レ
吾
己
向
。

何
以
融
即
。
若
言
二
相
即
↓
是
摂
相
帰
性
。
収
用
帰
体
耳
。
答
。
既
言
三
約
レ
理
論
=
滅
不
滅
↓
何
更
属
二
類
汝
帰
性
義
↓
有レ
言
盤…

レ
実
。
汝
無
間
等
約

-K
他
起
↓
我
相
続
等
全
約
二
円
成
↓
言
同
義
異
。
不
レ
可
レ致
レ
疑
。
具
如
二
上
釈
↓
不
レ
可
ニ
僻
執
↓

ゥ，，PO
 

(智
誼
全
上

・
二
八
一
頁
下
|
二
八
二
頁
上
)

こ
こ
で
は
、
法
身
の
滅
常
を
論
じ
る
。
特
に
、
天
台
の
解
釈
は
円
成
実
性
で
あ
る
理
の
観
点
か
ら
唱
滅
の
義
と
常
住
を
論
じ
て
お



り
、
法
相
宗
の
よ
う
に
依
他
起
性
に
よ
る
生
滅
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
次
の
問
答
で
は
、
理
の
観
点
か

ら
滅
不
滅
を
既
に
論
じ
る
に
も
関
わ
ら
ず
摂
相
帰
性
の
説
で
論
じ
る
こ
と
を
斥
け
る
。
そ
し
て
、
「汝
」
に
よ
る
無
聞
な
ど
は
依
他

起
の
立
場
に
、
天
台
側
に
よ
る
相
続
な
ど
は
円
成
の
立
場
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の

「汝
」
も
法
相
宗
の
人
師
を
指
す

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
な
人
師
の
特
定
は
難
し
い
が
、
法
相
宗
の
人
師
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
汝
」
の
用
例
は
複
数
確
認
で
き
る
。

一
方
で
、
法
相
宗
の
人
師
を
想
定
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

『法
華
論
記
』
巻
八
末
に
お
け
る

『法
華
論
』
「
=
一種
仏
菩

円珍 『法i(f論記jの位置づけについて

提
」
を
十
四
門
で
解
釈
す
る
最
後
の
箇
所
に
は
、

復
吉
門
徒
眠
。
今
本
遮
自
立
二
本
遮
↓
曽
不
レ
及
ニ今
家
六
種
本
遮
中

一
重

一
双
↓
汝
未
一一-曲
目
読
一一
法
華
↓
如
下
嘆
鼻
人
不レ
複
ニ
栴

口

δ
p
h
v
 

檀
一
盲
不
レ
見
レ
日
、
蛙
不
ト予知
レ
海
。
不
レ
識
二
仏
化
之
始
終
↓
永
迷
二
本
遮
之
深
理
イ
汝
尚
如
レ
此
。
況
余
党
子
。
可
レ憐
可
レ
憐
。

汝
本
師
吉
焼
二却
旧
章
一帰
二依
天
台
↓
伏
二麿
頂
三
戴
円
頓
之
旨
↓
汝
須
=
共
レ士口
先
習
一一我
道
↓
乳
中
間
二
蘇
地
-下
。
覚
レ
金
鍾
レ水

堀
レ
樹
為
ニ
何
事
-耶
。
速
見
下
回
教
章
井
与
十
妙
及
両
品
疏
μ

明
鏡
懸
レ
目
。
何
以
不
レ
看
。

(智
諮
全
上

・
二
六
O
頁
下

と
あ
り
、

士
口
蔵
の
門
流
が

『法
華
経
』
を
読
ま
な
い
た
め
仏
の
教
化
の
始
終
を
知
ら
な
い
点
や
、
吉
蔵
が
旧
章
を
焼
き
天
台
に
帰
依

し
た
よ
う
に
、
円
頓
の
旨
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
天
台
の
教
え
を
学
ぶ
べ
き
と
述
べ
る
。
そ
の
中
で
「
汝
」
に
対
し
て
、
「汝

は
今
ま
で
に

一
度
も

『法
華
経
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
」
、
「汝
の
本
師
で
あ
る
吉
蔵
は
、
旧
章
を
焼
却
し
天
台
に
帰
依
し
た
」
、

「汝
は
吉
蔵
と
共
に
ま
ず
天
台
の
教
え

(我
道
)
を
習
う
べ
き
で
あ
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
箇
所
の

「汝
」
は
、
一一一一
九州
{示

の
人
師
と
み
て
よ
い
。

円
珍
が
天
台
教
学
に
よ
る

『法
華
経
』
な
ら
び
に

『法
華
論
』
の
解
釈
を
正
義
と
す
る
以
上
、
天
台
教
学
に
基
づ
か
な
い
吉
蔵
の



『法
華
義
疏
」
な
ど
に
も
と
づ
く
解
釈
を
批
判
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
本
天
台
に
お
け
る
三
論
へ
の
評
価
が
影
響
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
、

一
方
で
、
教
学
の
相
違
に
よ
る
問
題
以
外
の

日
本
天
台
で
は
、
最
澄
の

『法
華
秀

⑧
 

句
』
な
ど
に
よ

っ
て
三
論
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
奥
野
[
二
O
O
二
]
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『法
華
秀
句
』
「
普
賢
菩
薩

点
で
は
、

勧
発
勝
十
」
に
は

円珍 I法華論記jの位置づけについて

無
相
之
家
、
求
借
二
義
記
一
尋
問
一-
浅
深
一
投
二
足
天
台
一
喰
ニ
ム
回
示
法
華
↓
然
公
云
。
嘉
祥
、
身
泊
二
妙
化
一
儀
己
瀧
レ
神
。
旧
章
先

行
、
理
須
ニ
委
破
↓
識
ニ
此
大
旨
↓
師
資
可
レ
成
。
準
ニ
此

一
途
一
余
亦
可
レ
了
。
乃
至
云
。
若
依
レ
旧
立
、
師
資
不
レ
成
。
伏
勝
之

説
廃
レ
施
。
頂
戴
之
言
実
寄
。
無
相
之
家
。
改
ニ
旧
玄
疏
一帰
}
耐
天
台
↓
其
文
不
レ
墜
。
何
不
レ
信
者
哉
。
何
不
レ
信
者
哉
。

(伝
全
三

・
二
七
八
頁

二
七
九
頁
)
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響と
を説
受 か
けれ
てる
し、 。

る先
可ほ
能ど
性引
は用
高し
い@た

法
華
号A
百聞

記

の
三
論
批
判
に
関
す
る
文
と
同
趣
旨
の
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
円
珍
が
最
澄
の
影

@
 

ま
た
、
木
内

[二

O
一
二

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
円
珍
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
安
芸
の

『慰
聡
弁
惑
章』

@
 

八
四

O
)
の

『大
乗
三
論
大
義
紗
」
に
お
け
る
天
台
批
判
に
対
し
て
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
玄
叡

(?
l

こ
の
た
め
、
円
珍
の
入
唐
以
前
の
時
点
で
、
日
本
天
台
に
お
い
て
三
論
宗
に
対
す
る
批
判
的
な
評
価
が

二
疋
程
度
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
『
法
華
論
記
』
よ
り
も
撰
述
さ
れ
た
年
代
が
下
る
が
、
『授
決
集
』
に

「
此
土
三
論
師
所
レ
奏
大
乗
三
論
大
乗
義
抄
中
三
車

@
 

四
車
誇
論
甚
不
ニ
穏
便
↓
頴
言
倒
語
、
更一
小
レ
足
レ
言
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
期
は
不
明
だ
が
円
珍
も

「大
乗
三
論
大
義
紗
』
を
閲

覧
し
て
い
る
。

な
お
、
前
川

[一

九
九
五
]
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
『法
華
論
記
』
に
は

『大
乗
三
論
大
義
紗
」

③
 

の
同
文
が
引
か
れ
る
。



@
 

『大
乗
三
論
大
義
紗
」
巻
四
「
種
性
爾
不
爾
一
脊
論
第
三
」
冒
頭
に
示
さ
れ
る
法
相
宗
の
説
を
取
り
上
げ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

③
 

護
命
の

『大
乗
法
相
研
神
章
』
巻
五
冒
頭
と
部
分
的
に

一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
。

「法
華
論
記
』
に
は
、
湛
然
門
下
の
智
度

(八
世
紀
頃
)
『天
台
法
華
疏
義
績
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
唐
に
よ

っ
て
新

た
に
得
た
情
報
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。

一
方
で
、
三
論
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
入
唐
時
に
得
た
情
報
よ
り
も
日
本
の
天
台
宗

内
の
評
価
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
円
珍
の
諸
伝
記
に
お
い
て
、
他
宗
の
人
師
と
の
論
争
が
明
確
に
分
か
る
の
は
、
承
和
十
四
年

(八
四
七
)
に
大
極
殿
で
お

円珍 『法華論記jの位世づけについて

こ
な
わ
れ
た
吉
祥
斎
会
の
論
義
で
あ
る
。
三
善
清
行

(八
四
七
1

九

一
九
)『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』
に
は
、

此
歳
正
月
。
為
-1
大
極
殿
吉
祥
斎
会
聴
衆
↓
弁
論
泉
涌
究
レ
微
入
レ
妙
。
道
俗
間
レ
之
者
莫
レ
不
-歎
服
↓
更
於
一一御
前
↓
与
ニ法
相
宗

@
 

智
徳
一論
二
決
大
義
↓
問
難
激
揚
。
弁
捷
如
レ
電
。
故
為
-一其
答
対
一者
詞
窮
理
尽
。
自
如
-示

舌
一駕
。
名
誉
俄
播
。
喧
ニ暗
朝
野
イ

170-

(智
誼
全
下・

二二
六
五
頁
下
)

と
あ
り
、
ま
た
宗
性

二
ご

O
一
一
一

一
一七
八
)『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「智
証
大
師
伝
」
に
は
、

此
歳
正
月
為
-一大
極
殿
吉
祥
会
聴
衆
一弁
論
泉
涌
。
究
レ
微
入
レ
妙
道
俗
間
レ
之
者
莫レ
不
二歎
服
↓
又
於
ニ御
前
一与
二
僧
都
明
詮
一弘明一

決
大
義
↓
明
詮
者
法
相
宗
之
碩
徳
也
。
深
加
一一歎
異
↓
名
誉
俄
播
喧
二
階
朝
野
↓

(仏
全一

O
一
・四
三
頁
下
)

と
あ
る
。
円
珍
が
聴
衆
と
し
て
吉
祥
斎
会
に
参
加
し
、

，法
相
宗
の
明
詮

(七
八
九
|
八
六
八
)
と
論
決
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

円
珍
が
ど
の
よ
う
な
点
を
明
詮
に
問
難
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
円
珍
の
問
難
が
激
し
く
、
名
声
は
朝
野
に
伝
わ

っ
た
こ
と
が



@
 

記
さ
れ
て
い
る
。

他
の
伝
記
類
の
記
述
か
ら
は
、
入
唐
以
前
に
お
け
る
他
宗
の
人
師
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
窺
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
交
流
が
全
く

無
か

っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
会
に
出
仕
し
、
論
義
を
お
こ
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
珍
の
学
問
研
讃
は
、
同

時
代
の
天
台
宗
の
人
師
等
と
同
様
、
法
相
宗
を
は
じ
め
と
す
る
他
宗
の
人
師
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
た
め
、

「法
華
論
記
』
に
お
け
る
法
相
批
判
に
つ
い
て
は
、
三
論
批
判
と
同
様
、
日
本
に
お
け
る
同
時
代
の
評
価
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
な

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
で
、
入
唐
中
の
記
録
に
関
し
て
は
、
他
宗
の
章
疏
を
入
手
し
た
記
録
は
あ
る
が
、
論
争
を
し
た
よ
う

円珍 『法華論記』の位mづけについて

な
記
録
は
な
い
。
円
珍
が
、
入
唐
に
よ

っ
て
他
宗
、
他
学
派
の
批
判
を
行
う
必
要
が
生
じ
か
に

つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
『法
華
論
記
」
に
お
い
て
は
、
徳

一
の
影
響
を
直
ち
に
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
相
教
学
へ

の
批
判
が
重
要
な
点
に
な

っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、

『法
華
論
記
』
に
お
け
る

「
北
鞍
」
の
記
述
を
足
が
か
り
に
、
『法
華
論
記
』
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
。

最
澄
の

『決
権
実
論
』
の
記
述
を
は
じ
め
、
北
鞍
は
徳

一
を
指
す
蔑
称
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

天
台
系
の
文
献
で
あ

つ
で
も
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
徳

一
を
指
す
言
葉
に
は
な
ら
な
い
。
『
法
華
論
記
』
巻
四
と
巻
九
本
に
お
け
る
北
鞍
は
、

U、

ず
れ
の
場
合
も
警
聡
表
現
と
し
て
捉
え
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
巻
九
本
に
お
け
る
北
鞍
に
関
し
て
は
、
徳

一
を
念
頭
に
お
い

て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
徳

一
に
関
す
る
記
述
や
文
献
の
引
用
は
確
認
で
き
な
い
。
前
後
の
文
脈
か
ら
み
て
も
、
徳

一
と
断
定

す
る
こ
と
は
や
や
難
し
い
。
こ
の
点
か
ら
、
『法
華
論
記
』
巻
九
本
で
「
汝
は
教
部
の
権
実
を
識
ら
な
い

・
:
宛
も
鞍
を
北
に
す
る

ょ
う
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
箇
所
は
、
徳

一
で
は
な
い
法
相
宗
の
人
師
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、

「法
華
論
記
」



に
お
け
る
法
相
批
判
は
、

三
論
宗
の
人
師
に
対
す
る
批
判
の
よ
う
に
、
円
珍
と
同
時
代
の
法
相
宗
の
人
師
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。
基
の

『法
華
論
記
』
に
散
見
さ
れ
る
。
法
相
教
学

『法
華
玄
賛
」

へ
の
批
判
に
限
ら
ず
法
相
教
学
を
斥
け
る
箇
所
は

に
対
す
る
批
判
は
、
円
珍
に
よ
る
天
台
義
か
ら
の

『法
華
論
』
解
釈
、

さ
ら
に
は

「法
華
経
』
解
釈
の
正
当
性
を
論
じ
る
中
で
な
さ

れ
た
と
み
て
よ
い
。
こ
の
た
め
、

日
本
に
お
け
る
天
台
宗
と
法
相
宗
を
は
じ
め
と
す
る
他
宗
の
論
争
の
中
に
位

『法
華
論
記
」
を、

置
づ
け
る
こ
と
は
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
『法
華
論
記
』
に
は
徳

一
に
対
す
る
批
判
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
最
澄
の

『法
華
論
』
解

円珍 『法主世論記jの{立世づけについて

釈
を
依
用
し
て
い
る
可
能
性
も
低
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「法
華
論
記
』
に
お
け
る
法
相
批
判
に
つ
い
て
は
、
最
澄
と

③
 

徳

一
の
論
争
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、

最
澄
と
徳

一
に
よ
る
論
争
か
ら
源
信
の

『一

乗
要
決
」
戸¥

の

『法
華
論
記
』
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、

『法
華
論

展
開
に
対
し
て
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記
」
を
は
じ
め
と
す
る
円
珍
の
法
華
円
教
の
文
献
が
日
本
天
台
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
謀
題
と
し
た
い
。

+
主①

前
川

[一

九
九
五
]一

O
O頁
、
道
元

[二

O
一
五
]
四
O
頁
i
四
二
頁
、
浅
野

[二

O
一
八
]
七

一
七
頁
な
ど
。

②

こ
の
点
に
つ
い
て
、
浅
井

[一

九
七
三
]
(
三
九

一
頁
)
は
「
最
澄
等
の
先
師
の
意
見
を
全
く
対
照
し
な
か

っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
法
華
論
と
天
台
疏
と
を
会
合
す
る
試
み
は
天
台
疏
が
法
華
論
意
に
合
致
す
る
証
拠
の
提
供
の
意
味
を
有
し
て
い
る
か
ら
、

遥
か
に
徳

一
の
難
言
に
応
え
、
最
澄
を
翼
賛
す
る
所
以
と
な
る
」
と
、
最
澄
説
を
補
強
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

③

『
法
華
論
記
』
は
、
尊
通

(一

四
二
七
|
一

五

二
ハ
)
の

『智
誼
大
師
年
諮
』
(
智
詮
全
下

・
二二
八
六
頁
下
、

一一一一
八
八
頁
下
)
に
よ

る
と
、
入
唐
中
の
大
中
八

(八
五
凶
)
年
七
月
に
越
州
の
開
元
寺
と
、
大
中
十
二

(
八
五
八
)
年
正
月
九
日
に
天
台
山
に
お
い
て
校
訂
さ

れ
、
修
治
が
終
わ
ら
な
か

っ
た
と
あ
る
。
現
在
の
形
態
が
入
唐
中
か
帰
朝
後
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
枠
は
入
唐
中
に
作
成
さ
れ

た
と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『法
華
論
記
』
を
撰
述
し
た
直
接
の
理
由
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
現
在
の
形
態
に
な
っ
た
の



円珍 「法華論記jの位置づけについて

は
入
手
で
き
た
文
献
の
都
合
な
の
か
、
当
初
か
ら
最
澄
と
異
な
る
視
点
で
注
釈
を
す
る
こ
と
を
試
み
た
た
め
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

④

諸

目
録
や
先
行
研
究
で
は
、

『法
華
論
科
文
」
は
最
澄
の
撰
述
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
散
逸
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
最
澄
の

『法
華
論
』

注
釈
書
が
複
数
あ
る
(
桑
谷
[
一
九
九
四
]
[
一

九
九
五
]
な
ど
参
照
)
。
『
法
華
論
科
文
』
と

『法
華
論
記
』
の
関
係
の
有
無
に

つ
い
て

は
別
稿
で
論
じ
る
。

⑤

道
元
[
二
O
一
五
]
四
O
頁

|
凶
二
頁
。
道
元

[二

O
一
五
]
は

『法
華
論
記
』
に
お
い
て
舎
利
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の

か
を
論
じ
て
い
る
。
北
較
に
関
す
る
指
摘
は
、

『法
華
論
記
』
と

一
三
権
実
論
争
と
の
繋
が
り
を
言
及
す
る
箇
所
で
な
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
浅
井

[一

九
七
三
]
(五
二
九
頁
|
五
三
五
頁
)
で
は
、
『法
華
論
記
』
巻
九
本
の
北
較
や
そ
こ
で
示
さ
れ
る
説
を
徳

一
義
と
し
て
い

る
。

⑥

苫
米
地
[
一
九
八
八
〕
(
二

O
頁
二
二
頁
)
に
よ
る
と
、
『法
華
論
記
』
は
最
澄
の
速
疾
成
仏
説
、

直
道
思
想
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て

い
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
最
澄
説
は
あ
く
ま
で

『法
華
経
』
の
経
力
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
『法
華
論
記
』
で
は
経
力
に
つ
い
て
は
確

認
で
き
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
澄
説
と
相
違
す
る
点
は
、

『法
華
論
記
』
の
速
疾
成
仏
は
、
円
教
の
成
仏
が
速
疾
で
あ
る
こ

と
を
示
す
の
み
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑦

頃
入

[一

九
三
九
]

一
八
三
頁
|

一
八
四
頁
、
安
藤
・
薗
田

[一

九
七
四
]
二
五
二
頁
、
宮
原
[
一

九
八
二
]
二
四
頁

|
二
九
頁
な
ど

参
照
。

③

『

智
設
大
師
全
集
』
の
注
に

「貫
恐
実
」
と
あ
る
。
文
意
か
ら
「
貰
」
で
は
な
く

「実
」
と
し
て
読
ん
だ
。

⑨

最

澄

の

『守
護
国
界
章
』
や

『法
華
秀
句
』
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
徳

一
に
対
す
る
蔑
称
と
し
て
知
ら
れ
る
。
塩
入

[一

九
三
九
]

一
八

三
頁
、
田
村

[一

九
九
二
]
な
ど
参
照
。

⑩

一

権
と
四
実
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

『決
権
実
論
」
の
序
に

「
夫
一

様
四
実
唐
基
独
伝
、

一
実
三
権
五
仏
同
宣
」
(
伝
金
二

・
六
八
三

頁
)
と
あ
り
、

一
乗
を
権
教
、
四
乗
を
実
教
と
す
る
こ
と
は
基
が

一
人
伝
え
る
説
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る。

そ
の
こ
と
は
、
例
え

ば
基
の

『法
華
玄
賛
」
巻
一
本
に
は
「
如
ニ勝
壁
経
所
説

一
乗
↓

一
乗
是
権
四
乗
実
故
」
(
大
正
三
四

・
六
五
五
頁
上
)
と
あ
る
通
り
で
あ

る
。

⑪

大

正

七
七
・
八
六
三
頁
下
l
八
六
四
頁
上
。

⑫

『法
華
輔
照
』
は

『法
華
秀
句
』
の
異
称
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。『
法
華
秀
句
』
巻
上
末

(伝
金
三

・八
O
頁
l
八一

一奥)
。

⑬

大
正
二
六

・
一
五
頁
中
。
本
稿
で
は
便
宜
的
に
勅
那
摩
提
訳
の

「法
華
論
」
を
用
い
る
。
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円珍 f法華論記jの位置づけについて

⑭

大
正
二
六

・
一
九
頁
上
。

⑮

『成
唯
識
論
』
巻
十
に
は

「
四
智
心
品
所
依
常
故
無
二
断
尽
-故
亦
説
為
レ
常
。
非
ニ
自
性
常
-従
レ
因
生
故
。
生
者
帰
レ
滅

一
向
記
故
。
不

レ見
-↓一色
心
非
二無
常
-故」

(新
導
・
四
六
二
頁
/
大
正
二二

・
五
七
頁
下
)
と
あ
る
。

⑬

大

正
四
五

・
四
二
三
頁
下

四

二
五
頁
中
。

⑫

浅
田

[
一
九
八
六
]
一
二
三
頁
上
。

⑬

『

守
護
国
界
章』

に
お
け
る

「能
顕
中
辺
慧
日
論
』
な
ら
び
に

『一

乗
仏
性
究
寛
論
』
の
具
体
的
な
引
用
に
つ
い
て
は
吉
田

[二

O
一

六
]
(
九
七
頁

一

O
五
頁
)
が
指
摘
し
て
い
る
。

⑬

「

成
唯
識
論
述
記
」
巻
十

(大
正
四
三

・
六
O
三
頁
上
)
な
ど
。

@

大

正
七

一
・
四
七
頁
上
。

@

道
元

[二

O
一
五
]
(
四

一
頁
)
で
は
、
『
法
華
論
一記
』
巻
九
本
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
「
汝
」
を
徳
一
と
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

@

『法
務
十
玄
賛
』
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
前
川

[一

九
九
五
]
(
九
一
頁
|
九
二
頁
)
参
照
。
ま
た
、
前
川

[二

O
O
二
]
・
[二

0
0

四
]
・
[二

O
O
五
]
で
は
、
釈
序
品
か
ら
釈
方
便
口
問
ま
で
の

『法
華
論
記
』
に
引
か
れ
る

「法
華
玄
賛
』
の
説
に
対
す
る
円
珍
の
自
説
箇

所
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

@

こ
の
他
、
法
相
教
学
で
依
用
さ
れ
る
智
増
と
悲
増
の
二
種
菩
薩
や
増
寿
変
易
の
説
を
天
台
教
判
や
被
接
の
教
説
に
よ

っ
て
斥
け
る
箇
所

な
ど
が
あ
る

(拙
稿

[二

O
二
三
]
[
二

O
二
四
])
。

@

「

爾
」
な
ど
も
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上

「汝
」
の
用
例
が
あ
る
頁
数
の
み
あ
げ
る
。

一
頁
内
に
複
数
の
用
例
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。

引
用
部
分
で
は
な
い
「
汝
」
の
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
智
誼
全
上

・一

五
五
頁
下
、

一
七
二
頁
下
、

一
七
八
頁
上
、

一
八

O
頁
下、

二
六

O
頁
下
、
二
七
七
頁
上
、
一
一八

一
頁
下、

二
八
二
頁
上
。

⑮
「
知
日
諮
六
師
全
集
』
の
注
に

「雑
恐
新
」
と
あ
る
た
め
、

「雑
金
光
明
」
で
は
な
く

「新
金
光
明
」
の
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
引
用
さ

れ
て
い
る

『金
光
明
経
』
は
真
諦
訳
(
『合
部
金
光
明
経
』
巻
二
(
大
正
二
ハ

・
三
七
O
頁
中
)
所
収
)
で
あ
る
。

@
「
智
護
大
師
全
集
』
の
注
に

「不
恐
街
」
と
あ
る
。
真
諦
訳

(『
合
部
金
光
明
経
』
巻
二
所
収
)
に
「
法
身
常
住
不
堕
常
見
。
雌
復
断
滅

不
堕
断
見
」
(
大
正
二
ハ
・
=一
七
O
頁
中
)
と
あ
る
た
め
、
「
不
」
は
桁
字
と
み
て
よ
い
。

@

本

文
中
の
文
字
は

「
藷
」
で
あ
る
。
前
後
の
文
脈
か
ら
「
曾
」

の
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
。
便
宜
的
に

「曾」

で
代
用
し
た
。

⑫
最
澄
の
三
論
批
判
は
、

吉
蔵
の
注
疏
を
論
理
面
か
ら
批
判
し
た
の
で
は
な
く
、
湛
然
に
よ
る
吉
蔵
批
判
の
一言説
な
ど
に
影
響
を
受
け
て
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い
る
可
能
性
が
奥
野
[
一
九
九
三
]
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

@

円
珍
に
よ
る
三
論
批
判
に
つ
い
て
は
、

「法
華
秀
句
』
と

『法
華
論
記
』
の
三
論
批
判
に
関
す
る
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日
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承
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四
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)
年
四
月
十
五
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の
約
三
年
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と
論
じ
ら
れ
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い
る
。
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O
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O
六
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四
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弁
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に

関
し
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|
下
。

@

前
川
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九
九
五
]
九
八
頁
|
九
九
頁
。
な
お
、
現
状
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
玄
叡
と
円
珍
が
同

一
の
文
献
を
参
照
し
た
可
能

性
も
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
。

@

「大
乗
法
相
研
神
章
』
と
の

一
致
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お

「大
乗
三
論
大
義
紗
」
の
引
用
と
同
様
、
確
認
は
難
し
い
が
、
同

一
の
文
献
を
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

『法
華
論
記
」
巻
三
本

一
『大
乗
法
相
研
神
章
』
巻
五

又
日
。
一

人
身
中
具
有
二
八
識
↓
此
八
識
中
第
八
識
処
従
ニ
無

一
多
善
言
多
開
票
習
力
有
レ
入
二
見
道
↓
如
レ
是
見
道
初
無
漏
知
日
新

始
一来
依
附
而
有
ニ成
仏
種
性
↓
名
為
ニ法
爾
無
漏
種
子
-也
。
不

一
票
二自
種
↓
此
所
薫
種
。
有
三名
為
一-習
所
口
径
姓
↓

レ由
二葉
習
一自
然
而
有
故
名
二法
爾
4

堅
固
付
託
而
都
不
レ共
。

一

(

大
正
七

一
・
三
九
頁
中
)

此
名
二
本
性
住
種
性
一也
。
具
二足
本
性
一男
子
女
人
間
レ法
思
巳

一

発
心
修
行
経
二
僧
祇
4

多
開
票
習
由
こ蒸
習
力
-即
入
二見
道
寸
一

如
レ是
見
道
初
無
漏
智
新
票
日
レ種
。
此
所
蕪
種
即
名
為
ニ習
所

一

成
種
性
一
〈己
上
他
解
〉

(

智
謹
全
上
二
五

・
八
五
頁
下
)
一

@
「
法
相
宗
智
徳
」
に
つ
い
て
は
、
石
山
寺
古
写
本
傍
註
に

「明
詮
也
」
と
即記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
佐
伯

[
一
九
八
九
]

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

@

『寺
門
伝
記
補
録
』
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四
頁
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二
二
三
五
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上
)
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司
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に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
円
珍
と
明
詮
の
論
義
に
関
し
て
は
佐
伯
[
一

九
八
九
]
(二

O
二
頁
|
二

O
四
頁
)
を
参
照
。

@
種
性
や
声
聞
授
記
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
澄

・
徳

一
論
争
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
あ
る
が
、
引
用
文
献
の

若
干
の

一
致
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
扱
う
テ
l
マ
や
引
用
文
献
の
傾
向
な
ど
か
ら
日
本
に
お
け
る
天
台
宗
と
他
宗
と
の
論
争
だ
け
で
な
く
、

中
国
以
来
の
い
わ
ゆ
る
仏
性
論
争
の
延
長
に

「
法
華
論
記
』

を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
円
珍
が

「法
華
論
記
』
撰
述
に
あ
た
り
、
最
澄
と
徳
一
の
論
争
を
ど
の
程
度
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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